
いちごドリルプリント

南アメリカ・オセアニア
州 名前

問1 南アメリカ大陸の南東部、ラプラタ川流域からアルゼンチン中部にかけて広がる広大な温帯草原について、その名称と産業の組み合わせとして
正しいものはどれか。 （2021年 熊本県公立入試 類似）

1. パンパ ― 小麦の栽培や牛の牧畜
が盛んである。

2. セルバ ― 天然ゴムの採取や木材
の切り出しが行われる。

3. リャノ ― オリノコ川流域で大規
模な米作りが行われる。

4. カンポ ― コーヒーやサトウキビ
の栽培が中心である。

問2 南アメリカ大陸のチリ中部に位置する都市サンティアゴの気候の特徴について、正しい説明を述べているものはどれですか。 （2018年 福岡県公立入試

類似）

1. 南回帰線付近の大陸東岸に位置し
、1月頃の夏に降水量が多く、一年を
通じて温暖な温暖湿潤気候に属して
いる。

2. 南半球の中緯度に位置し、1月頃
の夏に乾燥し、7月頃の冬に雨が降る
地中海性気候に属している。

3. 赤道直下に位置するため一年を通
じて高温多雨であり、季節による降
水量の変化がほとんどない熱帯雨林
気候に属している。

4. 大陸北部の低緯度地帯に位置し、
一年中気温が高いが、雨季と乾季が
はっきりと分かれるサバナ気候に属
している。

問3 オーストラリアの首都であるキャンベラの成り立ちや特徴について述べた文として、正しいものを選択してください。 （2021年 大阪府公立入試 類似）

1. シドニーとメルボルンの首都争い
を回避するため、両都市の中間に建
設された計画都市である。

2. アジア諸国との貿易を促進するた
め、北部の海岸沿いに新たに建設さ
れた港湾都市である。

3. 先住民アボリジニの聖地を守るた
め、内陸部の乾燥地帯に宗教都市と
して建設された。

4. イギリスからの独立時に、当時の
最大都市であったシドニーがそのま
ま首都となった。

問4 1975年から2015年までのブラジルからの輸入総額の推移について、5年ごとの統計値を比較した際の特徴として正しいものはどれですか。
（2021年 北海道公立入試 類似）

1. 輸入総額が最も多い年の金額は、
1990年の輸入総額の3倍に達してい
る。

2. 5年前と比較して輸入総額が減少
したのは、期間中に3度である。

3. 輸入総額が最も少ない年の金額は
、2005年の輸入総額の半分以下であ
る。

4. 5年前と比較して輸入総額が増加
したのは、期間中に4度である。

問5 世界地図において、オーストラリア付近を通る経線と、南アメリカ大陸北部を横切る赤道が交わる地点周辺の自然環境について、その形成理由
を説明した文として適切なものはどれですか。 （2017年 静岡県公立入試 類似）

1. 強い日射によって上昇気流が発生
しやすく、多量の降雨がもたらされ
ることで熱帯雨林が維持されている
。

2. 中緯度高圧帯の影響を強く受ける
ため、上昇気流が発生しにくく、広
大な草原地帯となっている。

3. 偏西風がアンデス山脈にぶつかっ
て大量の雨を降らせるため、大陸東
側のこの地点は乾燥した気候になる
。

4. 南から流れてくる寒流によって空
気が冷やされ、大気が安定するため
、海岸沿いと同様の砂漠が広がって
いる。

問6 南アメリカ大陸の太平洋沿岸に沿って広がる標高の高い山岳地帯では、厳しい自然環境に適応するための生活の知恵が見られます。この地域に
おいて、寒さから身を守るための衣服の材料として古くから利用されている動物と、その地域の名称の組み合わせとして正しいものを選びなさ
い。 （2021年 徳島県公立入試 類似）

1.
ヒマラヤ山脈で飼育されているヤク

2. エチオピア高原で飼育されている
ラクダ

3. アンデス山脈で飼育されているア
ルパカ

4. チベット高原で飼育されているカ
シミア山羊

問7 南アメリカの諸国のうち、かつてポルトガルの植民地であった歴史的背景から、スペイン語ではなくポルトガル語を公用語としている国を次の
中から選びなさい。 （2017年 岩手県公立入試 類似）

1. チリ 2. ブラジル 3. ペルー 4. アルゼンチン

問8 オーストラリア南東部に位置する都市の気候統計では、気温を示す折れ線グラフが1月と12月に約25度で最も高くなり、7月に約10度で最も低
くなる形を示します。また、降水量は年間を通じて各月100ミリメートルから150ミリメートル程度で安定しています。このような気候特性が見
られる理由として最も適切な説明はどれですか。 （2016年 三重県公立入試 類似）

1. 赤道に近い低緯度地域に位置する
ため一年中気温が高く、モンスーン
の影響で夏に降水が集中するため。

2. 中緯度の大陸西岸に位置し、夏は
亜熱帯高圧帯の影響で乾燥し、冬は
偏西風の影響で雨が降るため。

3. 偏西風がヒマラヤ山脈に遮られる
ことで、年間を通じて降水量が少な
く、気温の日較差が大きくなるため
。

4. 南半球に位置するため北半球の国
々とは季節が逆になり、さらに東岸
では年間を通して湿った空気の影響
を受けるため。

問9 南アメリカのアンデス山脈において、標高3000mを超える高地で行われている主な土地利用の組み合わせとして最も適切なものはどれですか。
（2020年 愛媛県公立入試 類似）

1. リャマやアルパカの放牧と、じゃ
がいもの栽培

2. 稲作と、輸出用としての茶の栽培 3. 天然ゴムの採取と、焼畑によるト
ウモロコシ栽培

4. サトウキビの大規模な栽培と、牛
の放牧

問10 オセアニア州に位置する国々のうち、南半球のオーストラリアから見て南東方向に位置する島国について説明した文として、正しいものはどれ
ですか。この国は太平洋に面しており、日本との位置関係が時差に影響を与えています。 （2016年 福岡県公立入試 類似）

1. 日本よりも東に位置し、日付変更
線に近いため、日本よりも早く日付
が変わる。

2. オーストラリアの北側に位置する
島国であり、赤道に近いため一年中
熱帯の気候である。

3. 日本とほぼ同じ経度にあるため、
季節は逆であるが時差は全く存在し
ない。

4. 日付変更線のすぐ東側に位置する
ため、世界で最も遅く日付が変わる
国である。

問11 ブラジルの輸出構造は、1960年代にはコーヒー豆が輸出額の約半分を占めていたのに対し、近年では大豆や鉄鉱石、機械類など多角化が進んで
います。このように、かつてのブラジルで見られた、特定の農産物や鉱産資源の生産と輸出に経済の大部分を依存する仕組みを何と呼びますか
。 （2024年 滋賀県公立入試 類似）

1. 輸入代替工業 2. モノカルチャー経済 3. フェアトレード 4. プランテーション農業

問12 1960年代のブラジルでは、輸出総額の約半分をコーヒー豆が占める「モノカルチャー経済」の状態にありましたが、2020年の統計では特定の
品目への依存度が下がり、複数の品目が輸出上位に並んでいます。現在のブラジルの輸出構造の変化について、適切な説明を選びなさい。
（2023年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 鉱山資源が枯渇したため、現在は
大豆や小麦などの穀物輸出に特化し
た構造に変化した。

2. コーヒー豆への依存がさらに強ま
り、輸出総額のほとんどを農産物が
占めるようになった。

3. コーヒー豆の輸出が完全になくな
り、現在は工業製品のみを輸出する
先進国型の構造に変化した。

4. コーヒー豆の輸出割合が低下し、
鉄鉱石や大豆、原油などがバランス
よく輸出される多角的な構造に変化
した。


